
消
火
栓 

目
立
つ
よ
う
改
善
を

石
井　

め
ぐ
み　

議
員

問　

市
内
の
消
火
栓
、
防
火
水

槽
な
ど
の
消
防
水
利
施
設
の
現

状
は
。

消
防
長　

私
設
、
公
設
合
わ
せ

て
１
６
０
０
基
あ
り
、
点
検
等
、

適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
て
い

る
。
ま
た
、
市
全
体
で
約
10
％

の
未
整
備
地
区
が
あ
り
、
そ
こ

を
中
心
に
整
備
を
進
め
て
い
く
。

問　

点
検
期
間
と
方
法
は
。

消
防
本
部
警
防
課
長　

年
に
２

回
、春
と
秋
に
実
施
し
て
お
り
、

期
間
は
１
カ
月
か
ら
１
カ
月
半

か
か
る
。
点
検
方
法
は
調
査
項

目
を
隊
員
の
目
視
等
で
行
っ
て

い
る
。

問　

水
利
調
査
結
果
表
に
は
約

３
０
０
カ
所
が
標
識
な
し
と
書

い
て
あ
る
。対
応
し
て
い
る
か
。

答　

標
識
を
設
置
す
る
余
地
が

な
い
箇
所
が
多
い
。
視
認
性
の

高
い
樹
脂
テ
ー
プ
を
用
い
る
な

ど
、
改
良
、
改
善
を
し
て
い
る
。

問　

標
識
が
な
い
た
め
、
駐
車

さ
れ
、
消
火
活
動
が
遅
れ
た
こ

と
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
周
辺
住

民
へ
周
知
す
る
べ
き
で
は
。

答　

今
後
、
可
能
な
限
り
標
識

や
ペ
イ
ン
ト
等
で
認
知
度
ア
ッ

プ
に
努
め
た
い
。

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル 

有
事
に
備
え
周
知
を

齊
藤　

久
代　

議
員

問　

毎
月
１
日
と
15
日
な
ど
に

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
１
７
１

が
体
験
で
き
る
。
広
報
や
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
メ
ー
ル
マ
ガ

ジ
ン
等
に
啓
発
の
記
事
を
連
続

し
て
載
せ
る
な
ど
、
市
民
の
防

災
意
識
を
高
め
る
た
め
に
取
り

組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

総
務
部
長　

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

等
で
体
験
で
き
る
日
を
お
知
ら

せ
す
る
な
ど
、
で
き
る
と
こ
ろ

か
ら
取
り
入
れ
て
い
く
。

問　

早
速
、
始
め
る
か
。

安
全
安
心
対
策
課
長　

ま
ず
は

安
全
安
心
対
策
課
の
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン
で
お
知
ら
せ
す
る
。

進
め
よ
！ 

取
手
駅
周
辺
の
地
域
振
興

吉
田　

宏　

議
員

問　

取
手
駅
西
口
の
開
発
は
交

通
広
場
の
整
備
な
ど
を
控
え
、

最
も
重
要
な
部
分
だ
が
、
現
在

の
進
展
状
況
と
展
望
は
。

市
長　

こ
れ
ま
で
人
口
減
少
社

会
に
対
応
し
て
、
健
康
、
医
療
、

福
祉
、
環
境
を
基
軸
に
し
た
町

づ
く
り
に
着
手
し
、
ウ
ェ
ル
ネ

ス
プ
ラ
ザ
の
整
備
な
ど
、
一
定

の
成
果
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。

今
後
は
、
県
内
外
か
ら
定
住
者

を
呼
び
込
む
た
め
、
区
画
整
理

事
業
の
早
期
完
成
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

都
市
整
備
部
長　

区
画
整
理
事

業
に
よ
る
基
盤
整
備
と
建
築
物

整
備
が
一
体
と
な
り
、
取
手
ら

し
さ
が
創
出
さ
れ
る
駅
前
に
な

る
よ
う
、
平
成
34
年
度
の
完
成

を
目
指
す
。

問　

東
西
自
由
通
路
整
備
の
必

要
性
を
ど
う
考
え
る
か
。

答　

東
口
利
用
者
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
や
歩
行
回
遊
環
境
の
向

上
な
ど
、
東
西
市
街
地
の
活
性

化
に
は
必
要
な
都
市
機
能
だ
と

考
え
る
。

問　

整
備
時
期
は
。

答　

区
画
整
理
事
業
の
方
向
性

が
見
え
た
段
階
で
Ｊ
Ｒ
と
協
議

し
、整
備
時
期
を
見
定
め
た
い
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
へ
の
理
解

染そ

め

や谷　

和
博　

議
員

問　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ（
性
的
少
数
者
）

に
理
解
を
深
め
る
た
め
の
市
の

取
り
組
み
を
伺
う
。

総
務
部
長　

男
女
共
同
参
画
計

画
で
新
た
な
項
目
と
し
て
追
加

し
、
審
議
会
で
審
議
し
て
い
る
。

人
事
課
長　

人
権
研
修
の
中
で

取
り
入
れ
て
い
る
。
今
後
は
近

隣
自
治
体
を
参
考
に
し
て
い
く
。

問　

同
性
カ
ッ
プ
ル
に
対
し
、

法
的
効
力
は
な
い
が
、
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
証
明
書
を
発
行
す

る
よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
で

は
。

総
務
部
長　

国
や
県
が
理
解
度

を
深
め
る
こ
と
が
必
要
。

問　

教
育
現
場
で
の
取
り
組
み

は
。

教
育
長　

今
年
の
４
月
に
文
科

省
か
ら
教
職
員
向
け
指
導
資
料

が
配
付
さ
れ
、
こ
れ
を
基
に
各

学
校
で
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。

問　

教
師
の
理
解
度
が
大
変
重

要
と
考
え
る
。
子
ど
も
か
ら
相

談
が
あ
っ
た
場
合
の
対
応
は
。

指
導
課
長　

担
任
だ
け
で
な
く

チ
ー
ム
体
制
で
対
応
す
る
。

問　

学
校
教
育
の
中
で
市
独
自

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
あ
る
か
。

答　

市
独
自
で
は
特
に
な
い

が
、
県
の
研
修
で
多
く
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
る
。
文
科
省
の
資

料
で
早
速
研
修
し
た
小
学
校
も

あ
る
。

自
主
防
災
会
組
織
と 

連
携
強
化
を

佐
藤　

隆り
ゅ
う
じ治　

議
員

問　

市
内
の
自
主
防
災
組
織
の

現
状
は
。

総
務
部
長　

現
在
、
88
地
区
で

組
織
さ
れ
て
い
る
。

問　

未
整
備
の
19
地
区
に
も
結

成
を
。

答　

積
極
的
に
働
き
掛
け
た
い
。

問　

防
災
士
育
成
補
助
金
が
新

設
さ
れ
た
が
、
現
状
は
。

安
全
安
心
対
策
課
長　

今
年
度

16
名
が
受
講
す
る
。

問　

公
助
と
自
主
防
災
会
が
行

う
共
助
、
今
後
、
さ
ら
に
連
携

し
て
市
の
防
災
力
を
高
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

大
規
模
災
害
時
、
建
物
の
倒

壊
、
道
路
の
損
傷
な
ど
に
よ
り

消
防
車
両
が
現
場
に
行
く
こ
と

が
困
難
な
こ
と
も
あ
る
。
そ
こ

で
、
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
の
消
火

資
機
材
を
自
主
防
災
会
が
使
用

し
、
初
期
消
火
活
動
す
る
こ
と

が
有
効
と
考
え
る
。

消
防
長　

訓
練
を
行
っ
た
り
、

取
り
扱
い
を
自
主
防
災
会
で
管

理
で
き
る
の
か
な
ど
に
よ
っ
て

判
断
。

一 般 質 問一 般 質 問
議員は、市長などに対して、市の事務の状況や将来の方針などを
質問することができます。この質問を「一般質問」といいます。
今定例会では、20人の議員が一般質問を行いました。

災害伝言ダイヤルイメージ図（NTT東日本ホームページより
https://www.ntt-east.co.jp/saigai/voice171s/goriyou.html）
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